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●年間所得金額が 400 万円以下の世帯の割合……46.5％
●年間所得金額が 400 万円以下の児童のいる世帯の割合……20.5％
●農業の国内総生産の推移……1990 年 8.1兆円 → 2015 年 4.8兆円（▼ 40.7％）
●コメの生産金額の推移……1990 年 2.5兆円 → 2015 年 8千億円（▼ 68.0％）
●専業農家数の推移……2000 年 42.6万戸 → 2017 年 38.1万戸（▼ 10.6％）
●農業所得を「主とする」（第 1 種）兼業農家の推移……2000 年 35.0万戸 → 2017 年 18.2万戸（▼ 48.0％）
●農業所得を「従とする」（第 2 種）兼業農家の推移……2000 年 156.1万戸 → 2017 年 63.8万戸（▼ 59.1％）
●農林水産物の「輸出」の推移……2012 年 4,497億円　→　2016 年 7,502億円（△ 66.8％）
●農林水産物の「輸入」の推移……2012 年 7,918億円　→　2016 年 8,548億円（△ 8.0％）
●農林水産物の「輸出」の内訳（2016 年度）　 農産物 4,593億円　 林産物 268億円　 水産物 2,640億円
●農林水産物の「輸入」の内訳（2016 年度）　 農産物 5,827億円　 林産物 1,123億円　 水産物 1,598億円
●男性が家で飲むときに好んで飲むと回答したお酒
　1 位　日本産のビール（64.1％）　　2 位　第三のビール（43.0％）　　3 位　焼酎（37.3％）　
　4 位　ワイン（32.6％）　　5 位　日本酒（31.3％）
●女性が家で飲むときに好んで飲むと回答したお酒
　1 位　日本産のビール（51.5％）　　2 位　チューハイ・サワー（49.6％）　　3 位　ワイン（43.3％）　
　4 位　第三のビール（35.5％）　　5 位　発泡酒（28.9％）
●シニアが健康のために積極的に「摂取している」と回答した栄養素
　1 位　タンパク質（31.4％）　　2 位　食物繊維（31.3％）　　3 位　ビタミン（29.4％）　
　4 位　カルシウム（28.0％）　　5 位　ミネラル（18.9％）
●シニアが健康のために積極的に「摂取している」と回答したもの
　1 位　野菜（64.9％）　　2 位　牛乳・乳製品（54.7％）　　3 位　魚類（46.2％）　
　4 位　発酵食品類（45.8％）　　5 位　水・緑茶（39.8％）
● 40 代～ 50 代の中年男性が「最もご飯が進む」と回答したメニュー
　1 位　カレー（73.2％）　　2 位　焼肉（59.4％）　　3 位　しょうが焼き（57.4％）　
　4 位　からあげ（47.7％）　　5 位　ハンバーグ（44.2％）
● 40 代～ 50 代の中年男性で「普段、血糖値を気にすることがある」と回答した割合……37.8％

情報化社会で変化する食生活と食の国際化！
日本の農産物の未来戦略を考える総合データ集

●A4判　352頁
●三冬社 編集制作部 編
●定価 本体14,800円+税
●ISBN978-4-86563-032-9

主な出典元
内閣府 / 総務省統計局 / 厚生労働省 / 農林水
産省 / 経済産業省 / 文部科学省 / 財務省 / 消
費者庁 / 観光庁 /（公財）国際金融情報セン
ター /（独）農畜産業振興機構 / 農林中央金庫
/ 日本貿易振興機構（JETRO）/（公社）日本
缶詰びん詰レトルト食品協会 /（一社）日本ミ
ネラルウォーター協会 /（一社）全国清涼飲料
工業会 /（一社）全日本コーヒー協会 /（一社）
日本フードサービス協会 /（一社）新日本スー
パーマーケット協会 /（一社）JC 総研 /（一社）
J ミルク /（一社）日本アイスクリーム協会 /

（一財）ベターホーム協会 /（一財）日本穀物検
定協会 / 全国味噌工業協同組合連合会 / 日本
醤油協会 / 日本豆乳協会 / 日本チョコレート・
ココア協会 / 沖縄スーパーフード協会 / 日本
酒造組合中央会 / 全国納豆共同組合連合会　
他団体・企業　など

使えるデータがきっとあります！

こんなことがわかります！



三冬社ホームページには すべてのデータ集を掲載　http://www.santho.net/

マーケティング調査・企画提案・研究・経営改善のための必備図書

第3章 食品の物価と消費に関するデータ
生鮮野菜の価格動向（2016年）/消費者物価指数（1970年～ 2016年）/家計（1997年
～ 2016年）/食料の品目別消費動向/嗜好飲料の消費　など

第5章 世代別にみる食の嗜好
食生活と栄養の状況/シニアの食生活と健康意識/食の志向の推移（2015年～ 2017
年）/現代高校生の食生活─2005年・2012年・2017年比較/中年男性の食生活
/100歳100人実態調査/野菜の好み/子どもの野菜摂取/牛肉料理に関する意識/米
の消費行動/2016年産米の食味ランキング/牛乳の飲用/減塩意識/若年層のお菓子に
関する調査/親と子のおかしに関する意識/抹茶スイーツ　など

▼内容見本（ホームページにて見本掲載中：http://www.santho.net/）

第2章 食品生産に関するデータ
食品製造業の生産動向/油糧の生産量/みそ出荷数量/醤油統計/缶・びん詰・レトル
ト食品の生産量/ソフトドリンクの生産量/日本の菓子推定生産量　など

A4 判　2017 年 12 月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-031-2

少子化対策が必要な日本！　
育児と子育てなど社会環境の充実を考えるた
めの幅広いデータ集。

少子高齢社会
総合統計年報 2018

主なコンテンツ
第1章 食生活の基礎データ
日本の人口/世帯・所得の状況/食生活の満足度/食料需給表・食料自給率/農業の国
内生産/都道府県別国内農産物産出額の順位/農林水産基本データ/日本の農業経営と
農業者/漁業・養殖業生産統計/食料・農業及び水産業に関する意識/食育活動及び国
産農林水産物・食品に関する意識/食品ロス・食べ残し/食品産業の事業所数/農業・
食料関連産業の経済計算/学校給食　など

第4章 多様化する食生活
外食支出（2016年）/外食産業市場動向調査/2016年・過去1年の自炊・外食・中食
の増加状況と理由/食品購入と利用店舗・業態/時間差ごはん作りの悩み調査/料理
に関する調査/調理時間とキッチン家電/キッチンのレイアウトと整理収納/調味料
と健康意識/料理キット/おせちに関するアンケート2017年/話題の食品・スーパー
フード/甘酒に関する調査/日本人の飲酒動向/日本のワインに関する調査/家飲みに
関する意識/行列に並ぶ心理と満足度/若者の懐古願望−純喫茶・昭和居酒屋・食堂/
Instagramに関する実態調査/クッキングラマーアンケート調査/SNSの利用　など

第6章 食の国際化
2026年における世界の食料需給の予測/各国の食料品に関する物価水準/日本におけ
る農林水産物輸出入概況/加工食品の輸出入動向/TPPにおける農林水産物への影響/
TPPの企業意識/日本人の輸入食品に対する価格許容度/食肉販売動向/訪日外国人
の動向/インバウンド消費/飲食店インバウンド調査＆中国人観光客の外食意識/海外
の日本食レストラン/飲食店の海外出店に対する意識/海外の農林水産物・食品マーケ
ティング　など

A4 判　2017 年 8月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-028-2

2020 年開催の東京オリンピックで世界に日本
を PR！　ロンドン・北京・リオのオリンピッ
ク調査データなど、観光戦略データ立案に最適。

余暇・レジャー & 観光
総合統計 2018-2019

A4 判　2017 年 4月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-024-4

気候変動のリスクの減少と日本のエネルギー
問題の将来像を考える。温暖化や新エネルギー
までの統計データを集録。

地球温暖化＆エネルギー問題
総合統計 2017-2018

A4 判　2017 年 2月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-023-7

人口減少で縮小する国内消費。和食文化の国
際化と企業の戦略を考えるための幅広い統計
集です。

食生活データ
総合統計年報 2017

最新調査内容を幅広く掲載。
各種研究提案に使用されています。

日本の農業経営と農業者
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8 日本の農業経営と農業者
農林水産省「農林水産基本データ集」

1-8-1 農業総産出額（2015年）図表

畜産計
35.4％

耕種計
63.9％

鶏

豚

乳用牛

肉用牛

果実

野菜

米

農業
総生産額
（2015年）
87,979億円

17.0%

27.2%

8.9%

7.8%

9.5%

7.1%

10.3%

（注）乳用牛には生乳、鶏には鶏卵及びブロイラーを含む。

1-8-2 農業総産出額及び生産農業所得の推移（1975年〜2015年）図表

0

2

4

6

8

10

12

（兆円）
14

2015
（年）

20102005200019951990198519801975

その他
畜産
果実
野菜
米
生産農業所得

農業総生産額

2015 年・主要部門別構成割合 前年比

区分
2014年 2015年 対前年

増減率
（％）

実績
（億円）

構成比
（％）

実績
（億円）

構成比
（％）

農業総生産額 83,639 100.0 87,979 100.0 5.2

　うち耕種計 53,632 64.1 56,245 63.9 4.9

うち米 14,343 17.1 14,994 17.0 4.5

　　麦類 384 0.5 432 0.5 12.5

　　豆類 749 0.9 684 0.8 △8.7

　　いも類 2,075 2.5 2,261 2.6 9.0

　　野菜 22,421 26.8 23,916 27.2 6.7

　　果実 7,628 9.1 7,838 8.9 2.8

　　花き 3,437 4.1 3,529 4.0 2.7

　　工芸農作物 1,889 2.3 1,862 2.1 △1.4

　畜産計 29,448 35.2 31,179 35.4 5.9

うち肉用牛 5,940 7.1 6,886 7.8 15.9

　　乳用牛 8,051 9.6 8,397 9.5 4.3

　　豚 6,331 7.6 6,214 7.1 △1.8

　　鶏 8,530 10.2 9,049 10.3 6.1

年次 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

生産農業所得

実績
（億円） 25,946 28,395 27,800 29,541 29,412 28,319 32,892

対前年増減率
（％） △6.0 9.4 △2.1 6.3 △0.4 △3.7 16.1

（注）生産農業所得とは、農業総産出額から物的経費（減価償却費及び間接税を含む。）を控除し、経常補助金等を加算した農業純生産（付加価値額）である。

日本の農業経営と農業者
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1-8-14 新規就農者数（2013年～2016年）図表

（千人） 新規自営農業就農者 うち49歳以下
うち女性新規就農者
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（注）1　「新規自営農業就農者」とは、家族経営体の世帯員で、調査期日前 1年間の生活の主な状態が、「学生」から「自営農業への従事が主」となった者及び「他に雇われて勤務が主」から「自
営農業への従事が主」になった者をいう。

2　「新規雇用就農者」とは、調査期日前 1年間に新たに法人等に常雇い（年間 7か月以上）として雇用されることにより、農業に従事することとなった者（外国人研修生及び外国人技能
実習生並びに雇用される直前の就業状態が農業従事者であった場合を除く。）をいう。

3　「新規参入者」とは、調査期日前 1年間に土地や資金を独自に調達（相続・贈与等により親の農地を譲り受けた場合を除く。）し、新たに農業経営を開始した経営の責任者及び共同経
営者をいう。
なお、2014年値から「経営の責任者」に加え、「共同経営者」を含めた。

4　2013～ 2014年調査結果は、東日本大震災の影響で調査不能となった福島県の一部地域を除いて集計した数値である。
5　2015年～ 2016年の新規自営農業就農者及び新規雇用就農者の数値には、本調査の母集団としている 2015年農林業センサスにおいて、東日本大震災の影響で福島県の一部地域の調査
を実施できなかったため、当該地域は含まれていない。

6　2015年の新規参入者は、熊本地震の影響で調査票の回収が不能となった熊本県の 4農業委員会は集計に含まれていない。
資料：新規就農者調査（農林水産省統計部）

1-8-13 農業就業人口及び基幹的農業従事者数（2010年～2017年）図表
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（注）1　「農業就業人口」とは、15歳以上の農家世帯員のうち、調査期日前 1年間に農業のみに従事した者又は農業と兼業の双方に従事したが、農業の従事日数の方が多い者をいう。
2　「基幹的農業従事者」とは、農業就業人口のうち、ふだんの主な状態が「仕事が主」の者をいう。

資料：農林業センサス、農業構造動態調査（農林水産省統計部）

農業就業人口 基幹的農業従事者

0

50

100

150

200

250

205.1

175.4

158.6
150.7

125.3
113.2

103.1 100.1
90.3

74.9
65.6 61.9

（万人）

2017
29

（概数値）平均年齢（歳）

2016
28

66.8

2015
27

67.0

2010
平成22

66.1

（年）

農業就業人口

うち65歳以上
うち女性

0

5

10

15
（千人）

2016
28

2015
27

2014
26

2013
平成25

2.92.9

3.73.7 3.63.6 3.43.4

7.57.5 7.77.7

10.410.4
10.710.7

2.12.1
2.72.7 2.52.5 2.52.5

0.30.3
0.60.6 0.70.7 0.70.7

5.85.8 6.06.0

8.08.0 8.28.2

2.62.6 2.62.6
3.13.1

3.83.8

新規自営農業就農者 うち49歳以下
うち女性新規就農者

（年）

第２章

104 食生活データ総合統計年報2018

7 ソフトドリンクの生産量
（一社）全国清涼飲料連合会

2-7-1 清涼飲料水品目別、生産量推移（1997年～2016年）図表
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（注）炭酸飲料は 2009～ 2011年ビールテイスト炭酸飲料を含み、2012年から統計上の取り扱い変更に伴い除外。

2-7-2 容器別、生産量推移（2007年～2016年）図表
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8 豆乳の生産量
日本豆乳協会「豆乳データベース」

2-8-1 豆乳消費量の世界比較図表 2-8-2 豆乳等生産量等調査図表

2015年
国別人口
（百万人）

最近5年の消費量の変化 2016年
年間一人
当たり
消費量 
（ℓ）

2011年
（千 kℓ）

2016年
（千 kℓ）

5年間の伸び率
（％）

2016/2011

北アメリカ
アメリカ 322 488 327 67.0 1.0

カナダ 36 90 61 67.8 1.7

アジア

日本 127 271 369 136.2 2.9
マレーシ
ア 31 116 118 101.7 3.8

タイ 69 616 779 126.5 11.3

韓国 51 248 201 81.0 3.9

台湾 23 102 143 140.2 6.2

中国 1.374 1,098 1,385 126.1 1.0

ベトナム 92 167 351 210.2 3.8

ヨーロッパ

ベルギー 11 24 36 150.0 3.3

フランス 64 31 41 132.3 0.6

ドイツ 82 60 86 143.3 1.0

スペイン 46 140 115 82.1 2.5

南アメリカ ブラジル 204 52 36 69.2 0.2

オセアニア オースト
ラリア 24 76 63 82.9 2.6

（注）上表値は、粉末豆乳や量り売りを除く、容器入り豆乳類の合計。
（出典）日本豆乳協会調査（出荷データ）／日本テトラパック（消費データ）／その他

区分 生　　産　　量（KL）

豆乳 調整豆乳
豆 乳 飲 料

その他 計
年・月 果汁入り その他

1983 5,762 63,531 16,550 27,635 3,246 116,724
1984 3,378 43,025 12,961 22,851 1,798 84,013
1985 2,094 28,444 8,093 15,955 768 55,354
1986 1,490 23,266 5,924 11,900 812 43,392
1987 1,268 19,886 4,525 10,835 953 37,467
1988 644 16,342 3,495 10,030 1,269 31,780
1989 523 14,438 2,674 9,007 1,876 28,518
1990 499 14,027 2,165 9,858 1,189 27,738
1991 481 12,994 1,693 9,943 405 25,516
1992 444 12,277 1,140 9,640 1,141 24,642
1993 441 12,545 1,375 9,559 2,532 26,452
1994 497 12,892 1,110 9,711 2,809 27,019
1995 466 12,489 1,045 5,623 5,090 24,713
1996 376 13,760 812 8,660 2,034 25,642
1997 468 15,244 712 9,979 2,121 28,524
1998 458 18,233 687 11,274 3,420 34,072
1999 891 23,487 2,469 14,771 3,841 45,459
2000 1,199 30,022 2,586 16,013 4,221 54,041
2001 1,114 40,267 2,694 18,596 4,604 67,275
2002 2,977 49,882 1,831 19,001 4,898 78,589
2003 6,243 84,108 3,244 26,583 7,762 127,939
2004 15,911 134,370 3,748 33,231 9,919 197,180
2005 23,734 142,204 4,850 34,392 11,861 217,042
2006 23,013 126,299 6,172 37,023 7,238 199,745
2007 20,022 99,888 5,958 36,344 3,000 165,212
2008 20,999 95,832 6,702 37,083 2,363 162,979
2009 25,947 118,452 8,105 41,920 2,694 197,118
2010 30,483 121,433 8,723 45,554 2,924 209,117
2011 35,056 125,687 9,116 48,000 1,794 219,653
2012 44,063 145,140 14,038 50,912 1,752 255,905
2013 48,366 147,665 15,595 51,779 1,316 264,720
2014 55,002 153,195 16,798 54,965 5 279,964
2015 67,062 164,521 17,322 54,567 10 303,482
2016 75,933 170,587 15,545 51,859 74 313,999
2017 67,002 133,730 11,839 40,114 79 252,765

2016年1～3 16,452 39,203 3,663 11,805 16 71,139
4～6 20,099 43,619 4,422 13,192 17 81,350
7～9 19,696 44,509 4,027 14,395 15 82,642

10～12 19,686 43,256 3,434 12,467 26 78,868
2017年1～3 20,579 39,136 3,396 11,183 30 74,325

4～6 22,596 47,049 4,333 14,474 19 88,471
7～9 23,827 47,545 4,110 14,457 30 89,970

10～12
2016/2015 113.2 103.7 89.7 95.0 * 103.5
2017/2016 88.2 78.4 76.2 77.4 107.2 80.5
（前年同期比）
（1～3） 125.1 99.8 92.7 94.7 192.0 104.5
（4～6） 112.4 107.9 98.0 109.7 109.7 108.8
（7～9） 121 106.8 102.1 100.4 196.5 108.9
（10～12）

世界に広がる豆乳

日本の最近 7年の出荷量推移

（注） 日本の豆乳（類）の消費者市場は、日本豆乳協会調査のメーカー出荷量でみると、
2008年を底に堅調に伸長し、2008年（160千㎘）を 100とすると 2016年（314千㎘）
は 196.3％と、この 8年で約 2倍に拡大している。　

（千㎘）
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1 外食支出 （2016年 ）

総務省「家計調査」（平成28年）

4-1-1 外食の品目別にみる世帯主の年齢階級別、1世帯当たりの年間の支出金額
（2人以上の世帯）図表

一般外食

すし（外食）・和食

焼肉・ハンバーガー

日本そば・うどん・中華そば

中華食・洋食

喫茶代・飲酒代

0
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・うどん  

6,149
6,855

9,285

8,549
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5,430

3,465

5,959

3,576

5,760 5,734

6,694 6,707
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20,392

14,855

11,800

15,310 14,507
15,819 16,545

13,138

平均 すし（外食）平均 すし（外食）

平均 和食平均 和食
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9,111
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平均 ハンバーガー平均 ハンバーガー

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
（円）

70歳～60～69
歳

50～59
歳

40～49
歳

30～39
歳

～29歳平均

飲酒代
喫茶代

17,830
18,745

21,488
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12,382

6,453 6,552 6,875 6,244 6,909 6,792
5,874
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平均 喫茶代平均 喫茶代
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5 2016年・過去1年の自炊・外食・中食の増加状況と理由
（株）リクルートライフスタイル　ホットペッパーグルメ外食総研調べ「過去1年の自炊・外食・中食・の増加状況と理由の調査」
（インターネット調査）
2018年8月調査、首都圏、関西圏、東海圏に住む20～69歳の男女（株式会社マクロミルの登録モニター）対象

4-5-1 食事・飲みの機会別、1年前と比べた自炊・外食・中食の回数の変化（単一回答）図表
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4-5-2 年代・男女別、延べ朝・昼・夕ごはんの機会の1年前と比べた自炊・中食・外食の回数
の変化（単一回答）図表
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10 キッチンのレイアウトと整理収納
クリナップ（株）おいしい暮らし研究所「キッチン白書2017」（インターネットアンケート調査）
2016年4月調査、20～70代の同居家族がいる既婚主婦（離・死別は除く）（居住年数・リフォーム後ともに1年以下を除く）1,500
名対象

4-10-1 キッチンのレイアウト図表
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12 海外の日本食レストラン
農林水産省「海外日本食レストラン数の調査」

6-12-1 海外における日本食レストランの数（2017年）図表

約350店
（約300店から2割増）

【アフリカ】

【オセアニア】
約2,400店
（約1,850店から3割増）

【中東】
約950店
（約600店
から6割増）

【アジア】
約69,300店
（約45,300店から5割増）

【北米】
約25,300店
（約25,100店から微増）

（約1,850店から3割増）
約2,400店
【ロシア】

（約10,550店から2割増）
約12,200店
【欧州】

【中南米】
約4,600店
（約3,100店から5割増）

約350店
（約300店から2割増）

【アフリカ】
約350店
（約300店から2割増）

【アフリカ】
約350店
（約300店から2割増）

【アフリカ】

【オセアニア】
約2,400店
（約1,850店から3割増）

【オセアニア】
約2,400店
（約1,850店から3割増）

【オセアニア】
約2,400店
（約1,850店から3割増）

【中東】
約950店
（約600店
から6割増）

【アジア】
約69,300店
（約45,300店から5割増）

【北米】
約25,300店
（約25,100店から微増）

【北米】
約25,300店
（約25,100店から微増）

【北米】
約25,300店
（約25,100店から微増）

（約1,850店から3割増）
約2,400店
【ロシア】

（約10,550店から2割増）
約12,200店
【欧州】

【中南米】
約4,600店
（約3,100店から5割増）

【中南米】
約4,600店
（約3,100店から5割増）

【中南米】
約4,600店
（約3,100店から5割増）

出所：外務省調べにより、農林水産省において推計。
2017年時点 117,568店、（　）内は 2015年時点
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